
　
　

《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
と
そ
の
額
縁

【
翻

訳
】

カ
ル
ロ
・
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ

甲

斐

教

行　

訳
・
註
解
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︽
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
︾︵
図
１
）
の
聖
家
族
の
背
景
で
、
一
人
の
若
者
が
仲
間
の

美
し
い
肉
体
を
完
全
に
露
出
さ
せ
て
い
る
︵
図
２
）。
私
は
こ
の
動
作
を
、
プ
ラ

ト
ン
の
﹃
ゴ
ル
ギ
ア
ス
﹄
を
参
照
し
て
︵
１
）
、
本
質
︹
肉
体
︺
を
観
想
す
る
た
め
に
外

観
︹
衣
服
︺
を
取
り
除
く
霊
的
行
為
と
解
釈
し
︵
２
）︵
一
）た
。
外
観
を
超
え
た
本
質
と
は
、

本
作
の
よ
う
な
︽
聖
家
族
と
幼
児
聖
ヨ
ハ
ネ
︾
の
場
合
、プ
ラ
ト
ン
風
に
解
し
て
、

先
駆
者
︹
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
︺
の
生
涯
に
年
少
の　
　

す
な
わ
ち
︽
饗
宴
︾
に
よ
れ

ば
よ
り
多
く
愛
さ
れ
る
側
に
相
当
す
る　
　

原
罪
の
解
放
者
︹
イ
エ
ス
︺
が
出
現

す
る
こ
と
を
指
︵
３
）︵
二
）す
。

  

こ
の
種
の
愛
︹
よ
り
優
れ
た
年
少
者
に
寄
せ
る
プ
ラ
ト
ン
風
の
愛
︺
は
苦
痛
を
必
要

と
せ
ず
、
そ
れ
自
体
で
︹
原
罪
か
ら
の
︺
贖
い
を
も
た
ら
す
。
実
際
、
イ
エ
ス
の

苦
痛
は
預
言
者
と
巫
女
に
よ
っ
て
予
見
さ
れ
、
他
と
は
無
関
係
に
天
に
記
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
額
縁
の
円ク

リ

ペ

ウ

ス

形
の
区
画
か
ら
頭
を
の
ぞ
か
せ
る
三
人
の
預
言
者
と

二
人
の
巫
女
は
、
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
︹
二
四
〇
年
頃―
三
二
〇
年
頃　

初
期
キ
リ
ス

ト
教
著
述
家
︺
の
﹃
神
聖
教
理
﹄︵D

ivinae institutiones

）
が
伝
え
る
順
に
、
イ

ザ
ヤ
、ダ
ヴ
ィ
デ
、エ
レ
ミ
ヤ
、一
人
の
巫
女
、別
の
巫
女
と
続
き
︵
４
）
、そ
れ
ぞ
れ
、鞭
、

平
手
打
ち
、
唾
、
嘲
笑
、
苦
味
、
酢
、
荊
の
冠
、
木
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
︵
三
）

。
い
っ

た
い
、
苦
痛
を
も
甘
受
す
る
愛
と
は
ど
の
よ
う
な
人
間
の
も
の
だ
ろ
う
か
。
な
る

ほ
ど
こ
の
種
の
人
間
は
、
同
じ
額
縁
の
木
彫
装
飾
の
中
で
、
胸
を
開
い
て
己
の
血

で
子
を
養
う
二
羽
の
ペ
リ
カ
ン
︵
図
３
）
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
こ

に
は
、
驢
馬
と
雄
山
羊
の
性
質
を
も
つ
、
混
成
体
の　
　

す
な
わ
ち
完
全
に
自
然

界
に
属
す
る　
　

生
物
︵
図
４
、５
）
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
薔
薇
の
周
囲
に

い
る
こ
と
か
ら
、
愛
の
快
楽
を
意
味
し
て
い
る
︵
５
）
。
こ
う
し
た
生
物
の
常
で
あ
る
、

快
の
追
求
と
苦
痛
か
ら
の
逃
避
は
、
こ
こ
で
は
滑
稽
な
も
の
と
し
て
表
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
食
欲
を
そ
そ
る
果
実
の
頂
点
に
あ
る
頭
部
が
、
四
方
に
伸
び
る
己
の

葉
と
角
と
を
四
頭
の
竜
に
噛
み
つ
か
れ
、
叫
び
声
を
あ
げ
て
い
る
の
だ
︵
図
６
）。

こ
の
よ
う
な
木
彫
装
飾
は
、
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
が
伝
え
る
ア
ン

ニ
ケ
リ
ス
の
キ
レ
ネ
思
想　
　

人
が
生
来
、
快
を
追
求
し
苦
痛
を
逃
れ
よ
う
と
す

る
の
は
事
実
だ
が
、友
の
た
め
に
自
己
犠
牲
を
な
す
の
も
ま
た
同
じ
人
間
で
あ
る
、

と
い
う
思
想　
　

へ
と
わ
れ
わ
れ
を
導
く
︵
６
）

。

　

キ
レ
ネ
思
想
の
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
よ
る
超
克
は
︽
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
︾
の
中
に

そ
の
ま
ま
見
て
と
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
思
想　
　

ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
ま
だ
若
い
頃
か
ら
抱
い
て
い
た
思
想
で
あ
る
︵
７
）
。
実
際
、
青
年
期

の
作
品
で
あ
る
︽
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
族
の
争
い
︾︵
図
７
）
で
は
、
女
た
ち
は
動
物

的
な
愛
か
ら
引
き
離
さ
れ
ま
い
と
し
、
若
者
は
動
物
的
な
愛
か
ら
己
が
隔
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
絶
望
す
る
︵
四
）
︵
図
８
）。
ま
た
︽
階
段
の
聖
母
︾︵
図
９
、10
）
で
は
、

子
供
た
ち
が
そ
の
無
垢
な
年
齢
に
も
関
わ
ら
ず　
　

つ
ま
り
キ
レ
ネ
風
に
い
え
ば

生
来
の
性
質
に
よ
り　
　

味
覚
、
触
覚
、
視
覚
の
快
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
︵
８
）︵
五
）る

。
だ

が
つ
ね
に
高
み
を
め
ざ
す
炎
を
支
え
る
、
あ
の
き
わ
め
て
美
し
い
︽
燭
台
を
も
つ

天
使
︾︵
図
11
）
で
は
、
も
は
や
キ
レ
ネ
思
想
で
は
な
く
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
が
支
配

し
て
い
る
。
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
生
涯
を
通
じ
て
継
続
し
、︽
審

判
図
︾
で
は
イ
エ
ス
︵
図
12
）
が
す
さ
ま
じ
い
剣
幕
で
、
苦
痛
の
恩
恵
に
対
し
愛

の
恩
恵
を
擁
護
す
る
だ
ろ
う
︵
９
）
。
ま
た
荊
の
冠
を
運
ぶ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
天
使
た

ち
︵
図
13
）
は
、
苦
痛
の
原
因
が
人
知
を
絶
す
る
神
の
意
志
に
あ
る
と
教
示
す
る

こ
と
だ
ろ
う）

10
︵

。
C

arlo D
el B

ravo, Il T
ondo D

oni e la sua cornice (2005), in Idem
, Intese 

sull’arte, Firenze, Le Lettere, 2008, pp.115-117.
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原
註

︵
１
） 
プ
ラ
ト
ン
﹃
ゴ
ル
ギ
ア
ス
﹄
四
六
五
ｂ
。

︵
２
）	C

. D
el B

ravo, Intorno al  «G
iudizio», “A

rtista ”, 2000, pp.36-37 (ripr. 

in Intese sull’arte, p.213).

︹
拙
訳
﹁︽
審
判
図
︾
を
め
ぐ
っ
て
﹂、﹃
五
浦
論
叢
﹄

一
五
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
四―

一
三
五
頁
︺

︵
３
）	

プ
ラ
ト
ン
﹃
饗
宴
﹄
一
八
〇
ａ; C

. D
el B

ravo, M
agnificat, “A

rtista ”, 

2000, p.144.

︵
４
）	Lattanzio, D

ivinae institutiones, 4, 18 ( P
atrologia Latina, 6, 

col.505-508).

︵
５
）	S. B

attaglia, G
rande dizionario della lingua italiana, T

orino 

1961-2002: voce R
osa, accez.2; J. Toscan, Le carnaval du langage 

(1978), Lille 1981, pp.230 (citaz.181), 503 (citaz.797, 798).

︵
６
）	

デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
﹃
哲
学
者
列
伝
﹄
二
巻
八
章
九
七
節
。

︵
７
）	C

. D
el B

ravo, La bellezza nei «D
uchi» di M

ichelangelo, “A
rtista ”, 

2002, pp.172-174 (ripr. in Intese sull’arte, pp.201-202).
︹
拙
訳
﹁
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
︽
二
人
の
公
爵
︾﹂、﹃
五
浦
論
叢
﹄
一
九
号
、
二
〇
一
二
年
、

一
五
五―

一
五
六
頁
︺

︵
８
）	

デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
、
前
掲
書
、
二
巻
八
章
八
八
節
。

︵
９
）	C

. D
el B

ravo, Intorno al «G
iudizio» cit., p.41 (ripr. in Intese sull’

arte, pp.216-217).

︹
前
掲
﹁︽
審
判
図
︾
を
め
ぐ
っ
て
﹂、
一
三
九
頁
︺

︵
10
）	 Ivi, p.39 (ripr. in Intese sull’arte, p.214).

︹
前
掲
﹁︽
審
判
図
︾
を
め
ぐ
っ

て
﹂、
一
三
六
頁
︺

訳
註

︵
一
） 

デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
の
先
行
論
文
で
は
、︽
審
判
図
︾
に
お
い
て
男
も
女

も
誰
も
が
筋
骨
隆
々
と
し
た
裸
体
で
表
さ
れ
る
理
由
が
説
明
さ
れ
る
。
真

の
美
が
体
育
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
肉
体
の
中
に
表
れ
、
衣
服
は
そ
れ
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
プ
ラ
ト
ン
の
﹃
ゴ
ル
ギ
ア
ス
﹄

の
一
節
を
踏
ま
え
、
鍛
え
ら
れ
た
肉
体
が
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
な
﹁
本
質
﹂

を
表
す
も
の
と
さ
れ
る
。﹁
さ
て
、
衣
服
が
外
観
を
表
す
と
す
れ
ば
、
裸

体
と
た
く
ま
し
さ
は
本
質
を
表
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
寓
意
的
読

解
を
通
し
て
、﹃
字
義
︵lettera

）﹄
を
超
え
た
﹃
意
味
︵senso

）﹄
へ
と

み
ち
び
く
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
︽
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
︾
に
お
い
て
も
、

た
く
ま
し
い
仲
間
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
と
り
さ
る
裸
体
の
少
年
が
、
外
観
を
超

え
て
本
質
に
い
た
れ
と
い
ざ
な
い
、︽
聖
家
族
と
先ヨ

ハ

ネ

駆
者
︾
と
い
う
﹃
字
義
﹄

を
超
え
て
、﹃
待イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

望
さ
れ
し
者
﹄
に
寄
せ
る
愛
と
い
う
﹃
意
味
﹄
へ
と
い

ざ
な
っ
て
い
る
﹂︵C

. D
el B

ravo, Intorno al «G
iudizio», “A

rtista ”, 

2000, pp.36-37 [ripr. in Intese sull’arte, p.213]

）。︹
前
掲
﹁︽
審
判
図
︾

を
め
ぐ
っ
て
﹂
一
三
四―

一
三
五
頁
︺

︵
二
） 

こ
の
解
釈
は
、
ア
ン
ド
レ
ア
及
び
ヤ
コ
ポ
・
サ
ン
ソ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
レ
オ

ナ
ル
ド
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
を
論
じ
た
デ
ル
・

ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
の
先
行
論
文
に
既
出
。C

. D
el B

ravo, A
ndrea Sansovino 

e Jacopo, “A
rtista ”, 1998, p.156 ss. (ripr. in Intese sull’arte, p.107 

ss.); Idem
, U

m
anità di Leonardo, ivi, 1999, p.102 ss. (c.s., p.84 

ss.); Idem
, M

agnificat, ivi, 2000, pp.141, 144 (c.s., pp.19, 21-22); 

Idem
, Intorno al «G

iudizio», ivi, 2000, p.37 (c.s., p.213).

︹
前
掲﹁︽
審

判
図
︾
を
め
ぐ
っ
て
﹂、
一
三
五
頁
︺
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︵
三
） 

本
文
お
よ
び
原
註
４
に
示
さ
れ
た
典
拠
︵
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
﹃
神
聖
教

理
﹄
四
巻
一
八
章
）
の
該
当
箇
所
を
抄
訳
す
る
。

　
　
　
　
﹁
し
か
し
こ
れ
ら
が
そ
の
ま
ま
実
現
す
る
こ
と
は
、
預
言
者
た
ち
の
言

葉
と
巫
女
た
ち
の
神
託
に
よ
っ
て
予
示
さ
れ
て
い
る
。﹃
イ
ザ
ヤ
書
﹄︵
五
〇

章
）
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。﹃
私
は
頑
な
に
な
ら
ず
、

背
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
私
の
背
を
鞭
打
た
れ
る
に
ま
か
せ
、
私
の
頬
を

平
手
打
ち
さ
れ
る
に
ま
か
せ
、
お
ぞ
ま
し
い
唾
を
避
け
る
た
め
に
顔
を
隠

さ
な
か
っ
た
﹄︹﹁
イ
ザ
ヤ
書
﹂
五
〇
章
五―

六
節
︺。
同
様
に
、
ダ
ヴ
ィ

デ
も
﹃
詩
篇
﹄
三
四
番
で
︹
こ
う
述
べ
た
︺。﹃
彼
ら
は
と
も
に
集
ま
っ
て

私
を
鞭
打
ち
、
私
を
知
ら
な
い
と
言
っ
た
。
私
を
否
定
し
、
悔
い
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
私
を
攻
撃
し
、
嘲
笑
を
も
っ
て
あ
ざ
け
っ
た
。
ま
た
私

に
向
か
っ
て
歯
を
か
み
な
ら
し
た
﹄︹
ヘ
ブ
ラ
イ
語
﹁
詩
篇
﹂
三
五
番
一
五―

一
六
節
、
ウ
ル
ガ
ー
タ
訳
で
は
三
四
番
一
五―

一
六
節
︺。︵
中
略
）

　
　
　
　

真
実
の
食
物
と
飲
み
物
に
つ
い
て
、︵
中
略
）
ダ
ヴ
ィ
デ
は
﹃
詩
篇
﹄

六
八
番
で
こ
う
述
べ
た
。﹃
彼
ら
は
私
の
食
物
に
苦
み
を
入
れ
、
私
が
渇

い
た
と
き
私
の
飲
み
物
に
酢
を
入
れ
た
﹄︹
ヘ
ブ
ラ
イ
語｢

詩
篇
﹂
六
九
番

二
一
節
、
ウ
ル
ガ
ー
タ
訳
で
は
六
八
番
二
二
節
︺。
ま
た
巫
女
も
次
の
よ
う
な

未
来
を
説
い
た
。﹃
彼
ら
は
餓
え
を
満
た
す
た
め
苦
味
を
与
え
、
渇
き
を

癒
す
た
め
酢
を
与
え
た
。
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
快
適
で
な
い
食
事
を
示
す
で

あ
ろ
う
﹄。
ま
た
別
の
巫
女
は
ユ
ダ
ヤ
の
地
に
次
の
言
葉
で
呼
び
か
け
る
。

﹃
お
前
は
同
じ
罪
深
い
考
え
を
抱
き
な
が
ら
、
お
前
の
神
が
死
す
べ
き
者

ら
の
思
い
と
戯
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
だ
が
お
前
は
荊
の

冠
を
の
せ
、お
ぞ
ま
し
い
苦
味
を
与
え
た
﹄。︵
中
略
）﹃
エ
レ
ミ
ヤ
書
﹄︵
一
一

章
）。﹁︵
中
略
）
彼
ら
は
言
う
、﹃
さ
あ
、
木
を
そ
の
実パ
ン

に
投
げ
つ
け
、
地

上
か
ら
彼
の
命
を
絶
ち
、彼
の
名
を
人
に
忘
れ
さ
せ
よ
う
﹄︹﹁
エ
レ
ミ
ヤ
書
﹂

一
一
章
一
九―

二
〇
節
︺。
し
か
し
て
木
と
は
十
字
架
を
意
味
し
、
パ
ン
と

は
彼
の
身
体
を
意
味
す
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
こ
そ
が
、
彼
が
ま
と
っ
て
い

た
肉
と
彼
が
架
け
ら
れ
た
十
字
架
と
を
信
ず
る
す
べ
て
の
者
の
食
物
で
あ

り
命
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
﹂。

　
　
　
　

な
お
こ
の
抄
訳
に
お
け
る
旧
約
聖
書
の
引
用
は
、
ウ
ル
ガ
ー
タ
訳
成
立

以
前
に
書
か
れ
た
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
本
文
に
基
づ
い
て
訳
し
た
。

︵
四
）﹁︽
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
族
︾
に
お
い
て
は
、
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
族
の
一
人
に
矢
が

放
た
れ
る
の
を
見
ま
い
と
す
る
上
方
の
女
や
、
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
族
の
方
に

叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
女
、
と
り
わ
け
自
分
を
掠
お
う
と
す
る
男
に
抵

抗
す
る
女
が
、
動
物
的
な
愛
か
ら
女
を
引
き
離
す
の
は
男
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
女
だ
け
で
な
く
若
者
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
実
際
画

面
左
下
で
、
ひ
と
り
の
若
者
が
同
じ
左
側
に
い
る
女
や
、
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス

の
上
に
倒
れ
か
か
る
女
と
同
種
の
苦
痛
を
感
じ
て
お
り
、
ま
る
で
父
や
兄

が
彼
を
恋
人
か
ら
引
き
離
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
﹂︵C

. D
el B

ravo, La 

bellezza cit., p.172 [ripr. in Intese sull’arte, pp.201-202]

）︹
前
掲
﹁
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
︽
二
人
の
公
爵
︾、
一
五
五
頁
︺。

︵
五
）﹁
乳
に
満
ち
足
り
た
幼
子
は
味
覚
の
快
を
示
す
。
早
く
も
胸
の
膨
ら
み
は

じ
め
た
少
女
が
幼
い
少
年
に
寄
せ
る
愛
情
表
現
は
触
覚
の
快
を
示
す
。
最

後
に
、
階
段
の
中
程
で
高
い
寝
台
の
覆
い
を
も
ち
あ
げ
て
そ
の
下
で
眠
る

幼
児　
　

そ
の
頭
部
が
右
側
に
見
え
る　
　

の
裸
を
見
よ
う
と
す
る
少
年

は
、
視
覚
の
快
を
示
す
﹂︵C

. D
el B

ravo, La bellezza cit., p.172 [ripr. 

in Intese sull’arte, p.202]

）︹
前
掲
﹁
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
︽
二
人
の
公
爵
︾、

一
五
五
頁
︺。



104

　　《トンド・ドーニ》とその額縁

訳
者
後
記

　

デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
研
究
は
、
本
稿
と
、
本
号
に
同
時
掲

載
す
る
︽
ロ
ン
ダ
ニ
ー
ニ
の
ピ
エ
タ
︾
論
に
よ
り
ひ
と
ま
ず
完
結
し
、
こ
れ
ま
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
初
期
と
最
晩
年
の
二
作
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な

る
。
当
然
そ
の
内
容
は
既
出
論
文
、
と
り
わ
け
前
号
に
掲
載
し
た
﹁
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
の
︽
二
人
の
公
爵
︾﹂
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
の
で
、読
者
の
参
照
を
乞
う
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
と
記
し
た
が
、
実
は
︽
ト
ン
ド
・

ド
ー
ニ
︾
の
絵
画
部
分
に
つ
い
て
は
﹁︽
審
判
図
︾
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵
本
誌
第
一
五

号
掲
載
）
で
す
で
に
論
じ
ら
れ
た
。
今
回
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
の
素
描
に
基
づ
く
そ
の
﹁
額
縁
﹂
で
あ
り
、
従
来
本
格
的
な
考
察
の
対
象

と
な
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
デ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
は
こ
こ
で
額
縁
に
付
さ
れ
た

人
物
の
頭
部
を
、
か
つ
て
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
天
井
画
解
釈
に
用
い
た
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ

ウ
ス
の
﹃
神
聖
教
理
﹄
に
基
づ
い
て
主
題
特
定
す
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
人
物
か
ら

﹁
苦
痛
﹂
の
預
言
や
、﹁
ペ
リ
カ
ン
﹂
モ
チ
ー
フ
に
見
ら
れ
る
﹁
犠
牲
﹂
の
表
象
、

さ
ら
に
は
自
然
界
の
怪
物
の
モ
チ
ー
フ
や
薔
薇
の
モ
チ
ー
フ
が
担
う
﹁
快
﹂
と
﹁
苦

痛
﹂
の
寓
意
を
導
き
だ
し
、﹁
人
が
生
来
、
快
を
追
求
し
苦
痛
を
逃
れ
よ
う
と
す

る
の
は
事
実
だ
が
、
友
の
た
め
に
自
己
犠
牲
を
な
す
の
も
ま
た
人
間
で
あ
る
﹂
と

い
う
キ
レ
ネ
思
想
の
表
明
と
し
て
解
釈
す
る
。

　

キ
レ
ネ
思
想
と
の
関
連
性
お
よ
び
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
に
よ
る
そ
の
超
克
は
、﹁
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
︽
二
人
の
公
爵
︾﹂
の
冒
頭
で
も
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
﹁
額
縁
﹂
装
飾
を
も
そ
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
も
、
原
典
に
含
ま
れ
な
い
図
版
を
若
干
追
加
し
た
。

︹
か
い　

の
り
ゆ
き
／
所
員
・
本
学
教
育
学
部
教
授
︺


